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サツマイモ栽培の概要

１ 栽培面積
１区 ８ａ ２区 ３５ａ ３区 ２７ａ ４区 ３０ａ
合計 １００ａ

２ 栽培品種
べにはるか
特性～ 収量：中 肉質：やや粘質、 甘味：やや強

甘みが強くしっとりした食感



栽培畑の状況

１区
面積 ８ａ
黒ぼく土
前作～カボチャ
排水良好

２区
面積 ３５ａ
やや粘質土
前作～耕起２回
排水やヤ不良



栽培畑の状況

３区
面積 ２７ａ
黒ぼく土
前作～草刈り２回
排水良好

４区
面積 ３０ａ
やや粘質土
前作～遊休農地
排水やヤ不良



☆ 耕起 ５月上旬

☆ 畝立て・マルチかけ ５月中～下旬

☆ 植え付け ５月下旬～６月上旬

☆ 除草・草刈り 随時

☆ 収穫・選別・出荷 １０月中旬～１１月上旬

栽培計画



畝立て

☆ たばこ栽培の規格で実施（畝幅１２０ｃｍ）

☆ 収穫作業と作業効率を考え、畝の両側を３ｍ程度

空けた。１０列ごとに２．５ｍ程度の通路を設けた。

☆ 排水を良くするため、高畝とした。

マルチかけ

☆ 畝立て機械に併せ、１２０ｃｍの黒マルチを使用した。

作業日数 ５月２７日～５月３０日（４日間）

延べ人数 １６人

畝立て・マルチかけ



畝立て・マルチかけ



肥料

☆ 無施肥で実施

前年の状況

１区 カボチャ ２区 耕起のみ

３区 草刈りのみ ４区 耕作なし

農薬

☆ 無農薬で実施

肥料・農薬



１苗の準備 照沼商店（茨城県）より購入

２植え方 株間 ３０ｃｍ 斜め植え（４５°）

マルチの上から斜めに棒で穴をあけ、苗を

差し込む方法

３実施期間 ５月３１日、６月３日、６月６日、６月９日

延べ人数 ２０人

定植



定植



一般管理

☆ 草刈り 畑の周囲の草刈りを２回実

施。

☆ 畝の間の草刈りを７月に１回実施。

☆ サツマイモの茎の周りの除草を１回

行った。

☆ 除草剤の使用はなかった。

☆ 殺菌、殺虫剤の使用はなかった。

☆ 長雨の影響で畝間に冠水が見られ

た。



１蔓切り トラクター取付式とハンドトラクター式の２種類

の蔓切機を使用して実施

２マルチ剥がし 手作業により実施

３収穫作業 トラクターに取付式収穫機を使用して実施

トラクターの後方で引き揚げ作業

蔓と芋を切り分ける作業

集荷作業（コンテナ詰め）

運搬作業（軽トラック）

収穫・選別作業



収穫作業



収穫作業



４ 選別作業 収穫作業と並行して手作業により選別を

実施、規格ごとにコンテナ詰め

５選別規格

☆大きさ規格 ３Ｌ（７００ｇ以上） ２Ｌ（５００ｇ～７００ｇ）

Ｌ（３５０ｇ～５００ｇ） Ｍ（２００ｇ～３５０ｇ）

Ｓ（１００ｇ～２００ｇ）

☆品質規格 Ａ（折れや傷がないもの） Ｂ（軽度の傷）

６実施期間 １０月１６日～１１月６日まで２０日間

延べ人数約１２０人

収穫・選別作業



選別作業



☆ ３Ｌ（７００ｇ以上） １２０ｋｇ（コンテナ６）

☆ ２Ｌ（５００ｇ～７００ｇ） １，２００㎏（コンテナ６０）

☆ Ｌ（３５０ｇ～５００ｇ） ２，７８０ｋｇ（コンテナ１３９）

☆ Ｍ（２００ｇ～３５０ｇ） ６，７２０ｋｇ（コンテナ３３６）

☆ Ｓ（１００ｇ～２００ｇ） ５，２６０ｋｇ（コンテナ２６３）

合計 １６，０８０ｋｇ（コンテナ８０２）

規格外 約１，５００ｋｇは除く

収穫量



１ マルチ代 ２２本×２，３５０円×１．０８＝５５、８３６円

２ 苗代 ３０，０００本×１５円×１．０８＝４８６，０００円

３ コンテナ借用代 ８８１個×２００円×１．１０＝１９３，８２０円

４ 畝立て・マルチかけ代

１００ａ×１，０００円＝１００，０００円

５ 借地料 ６５ａ×３００円＝１９，５００円

６ その他（燃料他） ３０，０００円

合計 ８８５，１５６円

※賃金は除く

主な経費



☆ 土地条件により収量に差が見られた。

粘土質度は収量が落ちる。（排水不良）

☆ 土地に合わせた施肥設計が必要

☆ 植え付けの日を早める。（遅霜との関係）

☆ マルチ株元の除草の徹底

☆ 秋の霜前の収穫

☆ 選別の徹底と事前指導

☆ 作業機械の計画的使用

まとめと今後の対策



主催：牧野保全会

研修先：照沼勝一商店

研修内容：さつまいも畑 サツマイモ加工施設

加工品販売所

研修
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